
進
興
電
気
工
業

　
進
興
電
気
工
業
の
熱
風
発

生
機
「
ヒ
ー
タ
ー
パ
ン
　
Ｈ

Ｊ
／
Ｈ
Ｋ
シ
リ
ー
ズ
」
は
熱

源
に
高
絶
縁
の
シ
ー
ズ
ヒ
ー

タ
ー
を
採
用
し
悪
条
件
下
で

も
安
定
し
た
加
熱
が
で
き

る
。
同
社
従
来
品
と
比
べ
、

全
長
を
約

％
短
縮
し
、
装

置
の
設
置
自
由
度
を
拡
大
し

た
。
Ｐ
Ｄ
制
御
と
ソ
リ
ッ
ド

・
ス
テ
ー
ト
・
コ
ン
タ
ク
タ

の
採
用
に
よ
り
高
精
度
で
安

定
し
た
温
度
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

が
可
能
。
シ
ー
ト
キ
ー
と
発

光
ダ
イ
オ
ー
ド

Ｌ
Ｅ
Ｄ

表
示
器
で
操
作
も
容
易
だ
。

　
製
薬
の
粉
末
や
錠
剤
の
乾

燥
工
程
に
実
績
を
持
ち
乾
燥

や
水
切
り
、
暖
房
、
発
酵
、

補
助
加
熱
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
用
途
に
対
応
し
た
機
種
を

ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。

東
洋
ハ
イ
テ
ッ
ク

　
東
洋
ハ
イ
テ
ッ
ク
は
独
自

の
研
究
開
発
拠
点
「
粉
体
技

術
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
。
空

気
輸
送
、
貯
蔵
、
供
給
、
排

出
を
は
じ
め
実
ラ
イ
ン
を
シ

ミ
ュ
レ
ー
ト
で
き
る
多
彩
な

設
備
を
取
り
そ
ろ
え
て
い

る
。
ま
た
、
毎
年
の
自
社
新

製
品
の
開
発
を
可
能
に
す
る

体
制
も
整
備
し
て
い
る
。

　
２
０
１
０
年
に
は
第
３
試

験
棟
が
完
成
し
、
ナ
ノ
レ
ベ

ル
の
乾
式
粉
砕
試
験
が
行
え

る
よ
う
に
な
っ
た
。
今
冬
に

は
ス
チ
ー
ム
・
ジ
ェ
ッ
ト
ミ

ル
の
ラ
ボ
機
を
は
じ
め
、
独

・
ネ
ッ
チ
社
製
の
テ
ス
ト
機

を
３
機
種
導
入
予
定
。
今
後

も
順
次
テ
ス
ト
機
の
拡
充
を

進
め
、
顧
客
の
要
望
に
応
え

ら
れ
る
体
制
を
強
化
し
て
い

く
。

日
本
興
産

　
日
本
興
産
の
チ
ュ
ー
ブ
コ

ン
ベ
ヤ
ー
「
ト
ラ
ン
ジ
ー
」

は
渦
巻
き
の
原
理
を
応
用
し

た
独
創
的
な
搬
送
機
。
搬
送

途
中
の
分
離
が
少
な
く
エ
ア

レ
ス
の
た
め
、
静
電
気
発
生

率
も
低
い
。
粉
塵
の
飛
散
も

極
め
て
少
な
く
、
生
産
現
場

の
合
理
化
、
環
境
改
善
に
貢

献
し
て
い
る
。
起
動
・
停
止

の
応
答
性
に
優
れ
、
レ
ベ
ル

制
御
や
計
量
制
御
な
ど
を
完

全
に
自
動
化
し
、
無
人
化
運

転
を
実
現
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
高
濃
度
空
気
輸
送

装
置
「
ピ
ュ
ア
・
ゼ
ッ
ト
」

は
コ
ン
パ
ク
ト
設
計
で
、
粉

粒
体
を
高
濃
度
で
吸
引
・
輸

送
で
き
、
搬
送
物
の
破
砕
や

分
離
が
少
な
い
低
速
搬
送
を

可
能
に
し
て
い
る
。

赤
武
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

　
赤
武
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

の
「
か
る
が
る
コ
ン
ベ
ア
」

が
医
薬
・
食
品
業
界
で
好
評

を
得
て
い
る
。
同
装
置
は
粉

体
を
正
確
に
計
量
し
、
自
動

搬
送
ま
で
行
う
。
吸
引
輸
送

装
置
、
振
動
ダ
ン
パ
ー
式
フ

ィ
ー
ダ
ー
、
ロ
ー
ド
セ
ル
で

構
成
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
能

を
１
台
に
集
約
し
た
。

　
仕
組
み
は
ま
ず
、
粉
体
原

料
を
任
意
の
場
所
か
ら
吸
引

輸
送
し
、
貯
留
す
る
。
次
に

ロ
ー
ド
セ
ル
を
使
い
、
振
動

ダ
ン
パ
ー
式
フ
ィ
ー
ダ
ー
が

粉
体
の
排
出
量
を
高
精
度
に

計
量
す
る
。
シ
ン
プ
ル
で
コ

ン
パ
ク
ト
な
た
め
、
本
体
は

台
車
で
自
由
に
各
工
程
に
移

動
で
き
る
の
も
好
評
な
理
由

と
な
っ
て
い
る
。

超微小化で重要性高まる 粉
粒
体
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
技
術

有力企業の製品＆技術（順不同）

　
産
業
界
を
活
性
化
さ
せ
る
新
機
能
材
料
の
創
成
に
は
粉
体
技
術
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
同
分
野
で
は
近
年
、

大
き
さ
や
形
状
な
ど
希
望
の
粉
粒
体
を
作
る
手
法
や
、
粒
子
を
複
合
化
し
多
様
な
機
能
を
発
揮
さ
せ
る
製
造
プ
ロ

セ
ス
の
確
立
な
ど
、
高
機
能
製
品
を
生
み
出
す
た
め
の
技
術
革
新
が
進
む
。
さ
ら
に
最
近
で
は
粉
粒
体
分
野
に
も

ナ
ノ
化

ナ
ノ
は

億
分
の
１

が
進
展
。
付
加
価
値
製
品
が
各
分
野
で
創
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
製
品
の

品
質
を
維
持
し
特
性
を
高
め
る
た
め
に
は
、
製
造
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
も
粉
粒
体
の
粒
子
径
や
粒
子
流
量
な
ど
を
正

確
に
制
御
・
計
測
し
不
純
物
の
混
入
や
凝
集
な
ど
の
輸
送
ロ
ス
を
迎
え
る
粉
粒
体
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
技
術
が
重
要
に

な
る
。

技
術
革
新
一
段
と
高
機
能
製
品
創
出
に
向
け

静
電
気
発
生
へ
の
対
応
カ
ギ

（ ） 【広告特集】 ２０１２年 平成２４年 ８月８日 水曜日 　　

　
粉
粒
体
は
材
料
開
発
の
基

本
と
し
て
多
様
な
製
品
の
製

造
に
広
く
応
用
さ
れ
る
。
機

器
・
計
測
器
メ
ー
カ
ー
は
一

貫
し
て
生
産
性
向
上
を
目
指

し
粉
粒
体
操
作
の
効
率
化
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
た
だ
、

粉
粒
体
は
種
類
や
サ
イ
ズ
に

よ
っ
て
搬
送
時
の
流
動
性
を

妨
げ
る
架
橋
現
象
な
ど
を
起

こ
し
や
す
い
。
生
産
効
率
向

上
に
は
粉
粒
体
の
性
質
に
即

し
た
計
測
や
制
御
に
よ
る
ハ

ン
ド
リ
ン
グ
が
求
め
ら
れ

る
。

　
こ
れ
ま
で
粉
粒
体
計
測
に

よ
る
技
術
革
新
は
医
薬
品
製

造
分
野
を
中
心
に
発
展
、
成

果
を
残
し
て
き
た
。
特
に
現

在
は
米
国
の
医
薬
品
製
造
プ

ロ
セ
ス
に
お
け
る
技
術
進
化

が
顕
著
だ
。

　
生
産
レ
ベ
ル
で
の
課
題
が

指
摘
さ
れ
て
い
た
米
国
の
医

薬
品
業
界
に
あ
っ
て
、
人
の

手
に
頼
ら
な
い
セ
ン
シ
ン
グ

技
術
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
計

測
・
制
御
を
可
能
に
し
た
生

産
工
程
は
、
効
率
化
を
形
に

し
国
際
市
場
で
の
信
頼
性
を

獲
得
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
技
術
開
発
は
日

本
に
お
い
て
も
十
数
年
以
前

か
ら
取
り
組
ま
れ
、
医
薬
品

の
分
野
で
実
績
を
残
し
て
き

た
。
例
え
ば
製
造
プ
ロ
セ
ス

の
自
動
化
や
品
質
の
統
一

化
、
品
質
向
上
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
解
析
な
ど
、
先
駆
的
技
術

開
発
で
世
界
を
リ
ー
ド
し
海

外
が
追
随
し
て
い
る
状
況

だ
。

　
と
は
い
え
研
究
中
の
課
題

も
多
く
、
遠
赤
外
線
な
ど
に

よ
る
乾
燥
工
程
中
の
水
分
検

出
や
液
相
中
で
の
結
晶
成
長

の
流
動
分
布
を
オ
ン
ラ
イ
ン

検
出
す
る
手
法
な
ど
は
今
後

の
展
開
に
期
待
が
か
か
る
。

ま
た
目
的
の
結
晶
を
オ
ン
ラ

イ
ン
で
効
果
的
に
製
造
す
る

技
術
開
発
な
ど
も
重
要
な
研

究
テ
ー
マ
。

　
一
方
、
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
の

分
野
で
は
静
電
気
へ
の
対
処

が
重
要
な
課
題
。
缶
の
中
を

粒
子
が
移
動
す
る
こ
と
で
帯

電
が
起
こ
り
粉
じ
ん
爆
発
に

つ
な
が
る
と
言
わ
れ
る
。
最

近
で
は
粉
じ
ん
爆
発
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
研
究
が
進

み
、
帯
電
を
元
か
ら
抑
え
る

考
え
方
と
帯
電
状
況
を
計

測
、
把
握
し
対
処
す
る
メ
カ

ニ
ズ
ム
の
研
究
が
行
わ
れ
て

い
る
。
と
は
言
え
、
静
電
気

は
温
度
や
湿
度
な
ど
外
来
因

子
の
影
響
が
強
く
粒
子
同
士

の
衝
突
予
測
は
難
し
い
。
さ

ら
に
昨
今
の
急
速
な
微
粒
子

化
に
よ
り
多
機
能
な
用
い
方

が
期
待
で
き
る
反
面
、
各
粒

子
の
表
面
積
増
加
に
よ
り
想

定
外
の
障
害
が
懸
念
さ
れ

る
。
大
学
の
研
究
で
は
静
電

気
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
図
る

セ
ン
サ
ー
を
作
り
、
帯
電
を

回
避
で
き
る
よ
う
な
シ
ス
テ

ム
開
発
を
目
指
し
て
い
る
。

　
一
方
、
帯
電
や
水
温
、
温

度
を
測
っ
て
間
接
的
に
容
器

や
缶
の
中
の
状
況
を
把
握
す

る
現
象
論
が
中
心
で
あ
っ
た

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
の
解
析
技
術
が
進

化
し
て
い
る
。
研
究
を
は
じ

め
十
数
年
経
過
し
た
現
在
、

実
際
の
現
象
を
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
化
し
把
握
す
る
こ
と

で
計
測
の
目
的
や
手
法
な
ど

解
析
の
鍵
を
高
度
か
つ
的
確

に
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
。
技
術
進
化
は
メ
カ

ニ
ズ
ム
の
解
析
を
容
易
に

し
、
希
望
の
粒
子
を
作
る
粉

砕
や
混
練
な
ど
各
種
装
置
設

計
で
重
要
な
糸
口
に
な
る
。


